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簡単な自己紹介
1976年 名古屋大学大学院工学研究科修了
同年 京都市
1991年 阪急電鉄株式会社
2004年 神戸国際大学経済学部
2010年 京都大学大学院工学研究科
2015年 大阪大学COデザインセンター
2019年 現職

専門は総合交通政策とまちづくり
博士（工学）、技術士（建設部門）、他
多くの自治体・国などで地域公共交通に関する委員等

国交省交通政策審議会・地域公共交通部会臨時委員で改
正地域公共交通活性化再生法（2020年11月）など
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何故、クロスセクター効果（CSE）？
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令和２年度「交通政策白書」

「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き」
【入門編】p.53

共に国土交通省総合政策局資料



何故、クロスセクター効果（CSE）？

• 公共交通への財政支援の意味と額の妥当性は？

• 誰が算定しても、結果が異ならない（恣意的な要素を排
除）

• 公共交通が無くなった際に機能を補完するために、必要
となる行政コストを算定することに気づく
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地域公共交通をめぐる状況
赤字が多い我が国の公共交通
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資料：国土交通省



地域公共交通をめぐる状況

人口減少社会をむかえ、利用者数減少…

• 利用者が減ることを前提にすると

• 赤字対策

コスト削減（コストの適正化）→サービス低下

→利用者減少＝負のスパイラル
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このまま地域公共交通が廃線になっても良いのだろうか？

戦略的な投資（サービス向上）を実施して
需要（手段や目的地の転換、創造）を生み出すことが

人口減少時代に必要とされる
都市政策として必要ではないか



公共交通で移動を支える意義は

公共交通が自動車より優れている点、いくつか

① 潜在需要の顕在化⇔送迎

② おでかけの人々を「束ねて」運ぶことができる

③ 自分で運転しなくてもいい

④ 事故リスク

⑤ 保有コスト
…
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公共交通で移動を支える意義は

公共交通が自動車より優れている点、いくつか

① 潜在需要の顕在化⇔送迎

② おでかけの人々を「束ねて」運ぶことができる

③ 自分で運転しなくてもいい

④ 事故リスク

⑤ 保有コスト
…

8



① 潜在需要の顕在化

99

■ 交通手段別分担率（平成22年PT調査）

5～14歳を含んで

■ クルマを気軽に利用できない人の人口割合（平成22年PT調査）

○クルマを気軽に利用できない人の定義
次のいずれかに該当する人

・自動車運転免許証を持っていない
・世帯にクルマがない

とっても住みやすい都市なのだけど
加西市公共交通活性化協議会資料



送迎？
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滋賀県竜王町 H.30.2 生徒・学生の保護者対象の調査

問10-1 子供の送迎の負担感

カテゴリ

とても負担に感じている 45.3%

やや負担に感じている 36.0%

あまり負担と感じていない 6.7%

まったく負担と感じていない 0.7%

不明・無回答 11.3%

N （％ﾍﾞｰｽ） 150 

N=264

公共交通の分担率が低いエリアほど送迎が多い

西堀・土井:「送迎交通とその担い手に着目した実態分析」,土木計画学研究講演集No.59 ,201906

トリセツ「100人の村」



送迎される方も遠慮、気兼ね

移動の潜在化

トリセツ「100人の村」



潜在的な交通需要？
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18.4 21 23.8 35.7 1.11

鉄道やバスの利便性向上と外出回数

ア）増えると思う イ）少しは増えると思う
ウ）あまり変わらないと思う エ）変わらないと思う
わからない

利便性が向上すると4割の人たちは外出回数が増えると回答

内閣府：公共交通に関する世論調査，201702



免許の有無と潜在化する交通

高齢者を例に：生活に不可欠な通院・買物は顕在化しやすく
潜在化する「愉しみの活動」

西堀・土井ら：利用実態と住民意識からみた住民主体の地域公共交通が果たす役割，都市計画学会，2017．
近畿PT2010年より集計
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バスが存在することで実現する活動（免許の有無）
愉しみの交通が顕在化（全年齢）

14

**：1％有意
＊：5%有意

住吉台と渦森台の合計値

土井・西堀他：「愉しみの活動」に対して生活に身近な「都市の装置」が果たす役割；活動内容と会話に
着目して、「Co*Design5」、pp.45-64,大阪大学COデザインセンター

公共交通がなくなると、外出が減る（潜在化する）
↓

別途の移動支援が必要となる（CSEの考え方）



② おでかけの人々を「束ねて」運ぶことができる

富山県高岡市エコライフ撮影会写真より
（撮影：(財)とやま環境財団，一部土井修正）

同じ50人を運ぶための移動手段と必要となる都市空間

公共交通は人々を「束ねて」運ぶことができる！
CSEを考える背景
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• 多様な目的・属性の人々が乗り合わせる

• 子どもたちには「社会」があることの認識を

• 人々には出会いの機会

• クルマが集中すると、混雑・渋滞。対策必要

• 人が集中すると、賑わい

② おでかけの人々を「束ねて」運ぶことができる



地域公共交通で移動を支えることは

© Japan Association of Asset Management

多様な目的を持つ人達が乗り合わせることで、
「束ねて移動する」効果が期待できる

図：国土交通省近畿運輸局：「地域公共交通 赤字＝廃止で良いの？」、平成30年3月



だから、多くの自治体で地域公共交通へ支援

• 高齢者、高校生、観光だけでなく多様な人々の移動を支える

• 公共交通の充実により定住促進

• 自動車の保有コストは意外に大きな負担

• 行政→「赤字」のバス・鉄道に対する財政的な支援

• 路線バス・地域鉄道事業者の7割が赤字経営：2018年度

• 交通政策基本法2013年、改正地域公共交通活性化法2021
年⇔政府も重視



世界では

地域公共交通は地域を支えるインフラ

運賃回収率：運行費用に対する運賃の割合（不足分が行政的な補助が充当される）

出典：Jane’s Urban Transport Systems,2014-2015

都市鉄道の運行に関する運賃回収率



地域公共交通：「赤字補填」
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赤字補填ということで３つの問題

①赤字を解消するために
支出を削減する
→廃止が最も効果的

②補助をするにしても，赤字
分を充当する
→サービス向上・
利用促進などは想定外

③担当者の意欲が低下

赤
字

先ずは「赤字補填」と呼ばない様にしよう



赤字補填ではない。何だろうか？

• 「赤字」を埋め、地域公共交通を運行して地域を
支えるための費用

• デパートのエレベーターは、その運行で収支をカ
ウントするのではなく、お客さんの移動を支える
ことでお店を黒字するために重要な手段

• 地域公共交通も、同様、地域を支え黒字化する
ためのツール=都市経営のツール

• では、その意義・役割を評価する方法は？



クロスセクター効果（CSE）

• これまで地域公共交通の効果・役割については

• 健康維持、介護費用の低減など

• 定性的な説明で予算獲得は容易ではない

• ということで、なんとか効果算定の方法を考えた



クロスセクター効果（CSE）
• 行政からの財政的支援を受けて、地域公共交通の
運行ができている場合に、その予算が無くなった際
には、運行が出来なくなる。

• 現在の利用者は一気に移動難民になる

• その人達の移動を支援するための行政コストを算定

• 前提として、移動に関わる行政担当部局から移動の
現状や、別途の支援策などの意見交換



地域公共交通のCSE
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①－②＝③＞0であれば

地域公共交通への財政支出は
「交通分野における単なる赤字補填」ではなく、

「地域を支える効果的な支出」

クロス
セクター
　効果

③

額
差

移動を支えるための支出

地域を支えるための

効果的な支出



分野別代替費用

表以外に定量困難できないものとして

①間接利用効果：景観を観ること
②オプション効果：いつでも利用できる
③代位効果：送迎の負担軽減
④遺贈効果：後世に引き継ぐ
⑤地域のイメージアップ
⑥地域連携効果：安心感 等

EX.高校生の通学、スクールバスの運行

貸切スクールバス運行費用 [円/年]
＝貸切バス利用料金 [円/日] ×必要台数
×運行日数 [日/年]

出典： 西村和記・東徹・土井勉・喜多秀行

「クロスセクター効果で測る地域公共交通の定量的な価値」、土木学
会論文集D3（土木計画）、Vol.75,No.5,I_809-I_820,2019
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兵庫県福崎町での計算例

出典： 西村和記・東徹・土井勉・喜多秀行

「クロスセクター効果で測る地域公共交通の定量的な価値」、土木学会論文集D3（土木計画）、Vol.75,No.5,I_809-I_820,2019



さらに関係各課と意見交換
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分野 地域公共交通がなくなることのデメリット

医療 • はぐくみセンターでの集団健康診査の受診率低下
• 通院できないことによる救急車要請の増加

暮らし
福祉

• 送迎に係る家族の負担が増大（全てにおいて）
• つどいの広場、子育てスポットに行きにくくなる
• 公民館で行われるイベントに参加できない

商業 • 旅 館 や 飲 食 店 等 の 事 業 申 請 の た め の 、 保 健 所 へ の 来 所 が 困 難
→飲食店等の新規出店数が減少し、賑わいの低下

交通
安全

• 高齢者の交通安全や運転免許の自主返納推進の観点から、公共交通がなくなることは
阻害要因（免許返納の呼びかけと矛盾）

教育 • 通学のために下宿をする→人的・経済的負担増加
• 保 育 士 の 通 勤 が 困 難 → 保 育 士 等 の 確 保 が さ ら に 困 難
→園の運営にも支障が生じる

定住 • 引っ越しや移住を検討する際のデメリット要因

観光 ・自動車観光だと、運転者を気遣い、アルコールを避けたり、日暮れ前に帰ったりするた
め、客単価が下がる

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

・施設利用者の減少（施設稼働率低下）や地域コミュニティが低下

その他 • 公共交通を利用して投票所に行く人が、投票ができなくなる（投票率の低下）

奈良市の事例



拡大するCSEの活用事例

• 国交省：「令和2年版交通政策白書」

• 国交省：改正活性化再生法で、評価指標

• 近江鉄道：全線存続の合意形成

• 西宮市：さくらやまなみバスの委託費改定

• A市：路線バスの存続

• 多くの地域公共交通で算定事例が増加

• 計算結果以上、結果の意味を考えることが重要
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今後のCSEの展開イメージ
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STEP１ CSE-A算定の事前準備
・CSE算定の範囲の明確化（行政分野に限定）
・関係部署との移動支援に関する意見交換とデータ取得
・既存資料+調査（目的別、利用データ）

STEP２ CSE-Aの算定
・CSE算定
・簡便法、あるいはフルスペックの選択
・算定留意事項、エピソード（物語）の共有
・分野別代替費用

STEP３ CSE-算定結果の活用
・CSE算定結果の考察・共有
・公共交通サービスの再編・見直し・充実
・PDCAの指標
・行政コスト・利用者との関係など評価方法の充実

CSE算定パッケージ

CSE-B算定の事前準備
家計への負担、企業会計との関係
データ取得など方法の確立

STEP２ CSE-Bの算定
家計への負担、企業会計との関係
算定方法の確立
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お気づきのこと・ご質問などあれば
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